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川上町
吉
備
高
原
の
西
部
に
こ
ん
も
り
と
そ
び

え
る
つ
り
鐘
状
の
山
、
弥
高
山
。
「
弥

（
い
や
）
高
い
」
と
い
う
意
味
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
と
い
う
こ
の
山
は
、
標
高
6
5

3
・
6
ｍ
で
、
県
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
弥
高
山
は
、
山
全
体
が
自
然
と

ふ
れ
あ
え
る
公
園
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
施

設
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
山
頂
近
く
ま
で

車
で
行
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

公
園
入
口
か
ら
坂
を
登
っ
て
い
く
と
、

広
大
な
芝
生
が
広
が
る
「
集
い
の
広
場
」

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
春
に
は
こ
こ
で
「
春

の
弥
高
山
つ
つ
じ
祭
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
ギ
ャ

ザ
リ
ン
グ
）」
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人

で
賑
わ
う
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
登
っ
て
行

く
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設

が
整
っ
た
「
ピ
ノ
キ
オ
ラ
ン
ド
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
そ
ば
に
は
、
特
産
品
直
売

所
・
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
あ
る
弥
高
山
ロ
ッ

ジ
が
あ
り
、
こ
こ
を
中
心
に
弥
高
山
の
あ

ち
こ
ち
に
バ
ン
ガ
ロ
ー
村
や
キ
ャ
ン
プ
場

が
点
在
し
て
い
ま
す
。

弥
高
山
ロ
ッ
ジ
の
前
か
ら
、
ら
せ
ん
状

に
周
回
し
な
が
ら
山
頂
へ
と
登
る
遊
歩
道

が
あ
り
ま
す
。
東
西
南
北
で
移
り
変
わ
る

景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
登
る
と

約
20
分
で
山
頂
。
ほ
か
に
も
階
段
に
な
っ

た
直
登
ル
ー
ト
が
あ
り
、
約
10
分
で
到
着

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
頂
の
展
望
台

か
ら
の
眺
め
は
、
ま
さ
に
ぐ
る
り
3
6
0

度
の
絶
景
。
北
に
は
大
山
、
晴
れ
た
日
に

は
南
に
瀬
戸
内
海
の
島
々
や
四
国
の
連
山

ま
で
見
え
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
何
と
い

っ
て
も
弥
高
山
で
素
晴
ら
し
い
の
は
雲

海
。
9
月
下
旬
か
ら
11
月
の
晴
れ
た
日
の

早
朝
、
白
い
雲
の
海
に
山
々
の
頂
き
が
小

島
の
よ
う
に
浮
か
ん
で
見
え
る
幻
想
的
な

風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雲
海

は
山
で
発
生
し
た
霧
が
谷
底
に
降
り
て
、

雲
の
海
の
よ
う
に
横
た
わ
っ
て
見
え
る
現

象
。
霧
が
多
く
発
生
し
、
気
温
が
下
が
る
、

こ
れ
か
ら
の
時
期
だ
け
に
見
ら
れ
る
風
景

で
す
。

山
頂
か
ら
降
り
、
弥
高
山
ロ
ッ
ジ
の
中

に
入
る
と
、
四
季
折
々
の
弥
高
山
の
風
景

の
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
か
ら

夏
に
は
、
約
10
万
本
の
ツ
ツ
ジ
と
約
3
0

0
0
株
の
あ
じ
さ
い
、
秋
に
は
山
全
体
が

紅
葉
に
染
ま
り
ま
す
。
弥
高
山
に
は
野
鳥

も
多
く
、
川
上
町
の
町
鳥
で
あ
る
キ
ジ
も

生
息
し
て
い
る
と
か
。
ケ
ン
ケ
ン
と
い
う

キ
ツ
ネ
に
似
た
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
5
月
・
6
月
の
育
雛
期
に
は
親
子
連

れ
の
キ
ジ
を
見
か
け
る
こ
と
も
で
き
る
そ

う
で
す
。

四
季
を
通
じ
て
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
弥

高
山
は
、
年
間
約
15
万
人
も
の
利
用
者
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
人
気
の
高
さ
が

伺
え
ま
す
。
ま
た
、「
緑
の
オ
ー
ナ
ー
園
」

制
度
が
あ
り
、
１
株
5
0
0
円
で
自
分
の

名
札
の
付
い
た
ツ
ツ
ジ
を
植
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
訪
れ
る
た
び
に
自
分
の
木
の

成
長
を
目
に
す
る
の
も
楽
し
み
に
な
り
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
弥
高
山
周
辺
に
は
、
農
村

体
験
・
宿
泊
が
で
き
る
農
村
型
リ
ゾ
ー
ト

「
吉
備
や
す
ら
ぎ
の
里
」
や
、
紅
葉
が
美

し
い
国
指
定
の
名
勝
「
磐い

わ

窟や

溪け
い

」
が
あ
り

ま
す
。
気
軽
に
楽
し
む
も
よ
し
、
本
格
的

に
野
外
生
活
や
農
村
生
活
を
楽
し
む
も
よ

し
、
弥
高
山
の
自
然
の
中
に
溶
け
込
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

弥や

高た

か

山や

ま
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弥
高
山
ロ
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Ｌ
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落合I.C

北房I.C

新見I.C

有漢I.C

賀陽I.C

岡山・総社I.C

岡山JCT
岡山I.C

早島I.C

倉敷I.C

福山東I.C 玉島I.C
鴨方I.C

笠岡I.C

北房JCT
落合JCT

瀬戸中央自動車道 

山陽自動車道 

弥高山 
磐窟溪 

西オートキャンプ場 

テント村 

林間別荘 バンガロー村 

西グラウンド 

弥高山山頂 
展望台 

弥高山ロッジ 貸別荘 

テントサイト 
北広場 

サツキ 
キャンプ場 

つつじ 
キャンプ場 

アカマツ 
キャンプ場 

集いの広場 

山の家 

焼却場 

親水広場 
ピノキオランド 
入場料200円 

サクラ 
キャンプ場 仏舎利塔 

広場 

至 高山市 
　 芳井町 

大型バス 
駐車場 

吉備やすらぎの里 

至 地頭 
　 国道313

公園入口 
ゲート 

高山小学校 

遊歩道 ピノキオランド

展望台からの眺め

磐窟溪



環 　　　境 環 　　　境 

化
学
研
究
室

●
肥
効
調
節
型
肥
料
を
用
い
た
広
域
適
応
性
水
稲
省
力
施

肥
技
術
の
確
立

水
稲
の
施
肥
省
力
化

肥
料
が
一
度
に
溶
け
出
さ
ず
、
時
間
が
か
か
る
も
の
を

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
使
用
回
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、

施
肥
省
力
化
、
環
境
保
全
に
結
び
つ
き
ま
す
。

●
農
薬
の
安
全
使
用
指
針
の
策
定
　

国
の
農
薬
残
留
基
準
・
農
薬
使
用
基
準
の
見
直
し
な
ど

に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
残
留
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
土
壌
環
境
負
荷
低
減
対
策
事
業

農
薬
や
肥
料
が
土
壌
環
境
な
ど
に
与
え
る
影
響
を
研
究

し
て
い
ま
す
。

病
虫
研
究
室

●
病
害
虫
発
生
予
察
情
報
地
域
活
用
化
技
術
の
確
立

主
要
病
害
虫
の
分
布
、
発
生
状
況
を
調
査
し
、
発
生
予

察
デ
ー
タ
を
取
得
。
地
域
に
き
め
細
か
い
予
察
情
報
を

提
供
し
、
適
期
に
防
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
省
農
薬
に

結
び
つ
け
ま
す
。

●
天
敵
に
よ
る
施
設
栽
培
ナ
ス
の
害
虫
防
除
技
術
の
確
立

天
敵
を
利
用
し
た
総
合
的
害
虫
管
理
技
術
で
、
農
薬
の

散
布
回
数
を
少
な
く
す
る
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し
く
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
、
か
つ
軽
労
働
な
防
除
技
術

を
確
立
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
地
球
環
境
に
も
配
慮
し
た
技
術

が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
農
業
試
験
場
の
各

研
究
室
で
取
り
組
ん
で
い
る
多
く
の
課
題
の
中
で
、

「
環
境
」
と
関
わ
る
主
な
研
究
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
物
研
究
室

●
中
山
間
地
に
お
け
る
畜
産
と
の
資
源
循
環
を
組
み
入
れ

た
省
力
・
低
コ
ス
ト
・
環
境
負
荷
軽
減
型
水
稲
栽
培

体
系
の
確
立

地
下
水
汚
染
な
ど
の
原
因
と
な
る
畜

産
の
糞
尿
を
堆
肥
化
し
、
有
機
肥
料

と
し
て
活
か
す
と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル

型
の
農
業
へ
の
試
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

果
樹
研
究
室

●
肥
料
流
出
に
よ
る
地
下
水
汚
染
を

防
ぐ
た
め
の
施
肥
の
研
究

省
肥
料
で
今
ま
で
通
り
の
モ
モ
を

生
産
す
る
栽
培
方
法
の
研
究
。
ま

た
、
パ
ー
ラ
イ
ト
培
地
（
岩
を
焼

い
て
固
形
化
し
た
も
の
）
に
よ
る

閉
鎖
型
の
養
液
の
中
で
マ
ス
カ
ッ

ト
栽
培
を
行
う
方
法
も
研
究
さ
れ

て
い
ま
す
。

野
菜
・
花
研
究
室

●
有
機
無
農
薬
栽
培
に
よ
る
イ
チ
ゴ
の
促
成
栽
培
技
術
の

開
発

●
隔
離
床
に
よ
る
養
液
土
耕
栽
培
技
術
の
確
立
。

排
出
さ
れ
た
余
分
の
養
液
を
循
環
利
用
し
、
肥
料
分
を

外
部
に
流
さ
な
い
隔
離
床
養
液
土
耕
に
よ
り
、
ト
マ

ト
・
ナ
ス
・
イ
チ
ゴ
の
栽
培
が
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
家
の
経
営
を
支
援
し
な
が
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い

農
業
の
推
進
を
課
題
と
し
て
い
る
研
究
室
の
中
か
ら
、

病
虫
研
究
室
の
天
敵
を
使
っ
た
害
虫
防
除
技
術
と
、
化

学
研
究
室
の
環
境
保
全
型
農
業
の
研
究
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

226
733
468
156
426
228
164

76
178
164

82
270
177
233
130
125

なす 
だいこん 
はくさい 
トマト 
キャベツ 
ほうれんそう 
ねぎ 
いちご 
きゅうり 
れんこん 
ごぼう 
かぼちゃ 
さやえんどう 
たまねぎ 
レタス 
にんじん 

316
229
185
178
143
138
135
106

90
73
63
58
54
53
45
41

岡山市（25）灘崎町（22）倉敷市（10）落合町（10） 

八束村（166 ）川上村（118 ）倉敷市（70）船穂町（44） 

牛窓町（133 ）岡山市（49）川上町（45）美星町（15） 

備中町（17）倉敷市（10）岡山市（9 ）新見市（6） 

牛窓町（95）岡山市（61）美星町（31）川上町（27） 

倉敷市（55）岡山市（39）芳井町（18）津山市（12） 

岡山市（56）倉敷市（16）津山市（9 ）奈義町（6 ） 

岡山市（26）倉敷市（11）総社市（5 ）津山市（4 ） 

倉敷市（15）落合町（12）岡山市（10）高梁市（8 ） 

倉敷市（89）岡山市（37）灘崎町（20）玉野市（12） 

倉敷市（33）芳井町（6 ）岡山市（4 ）総社市（4 ） 

牛窓町（83）岡山市（56）邑久町（15）津山市（7 ） 

岡山市（20）倉敷市（17）玉野市（12）笠岡市（11） 

岡山市（39）笠岡市（19）津山市（11）川上町（10） 

岡山市（84）倉敷市（4 ）新見市（4 ）灘崎町（4 ） 

船穂町（31）岡山市（18）倉敷市（8 ）笠岡市（7 ） 

14
23

9
33
23
27
38
29
37

6
17

4
11
16
26
32

11,100
24,800
22,300

6,690
13,600

3,050
2,680
1,390
4,430
2,900
1,640
6,280

674
7,230
2,540
2,080

品目 栽培面積（ha） 生産量（t） 粗生産額（千万円） 主産地（面積ha） 全国での 
 位置（位） 

※資料：農林水産省統計情報部 
※「全国での位置」は生産量での比較。（ただし、いちご、ごぼうの全国順位は平成9年度の順位） 

主要野菜の生産状況（平成10年度、粗生産額の多い品目順に整理） 

岡
山
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー 

総合調整部 

農業試験場 

農業大学校 

北部支場 

総務課 

企画調整課 

技術普及課 

作物研究室 

果樹研究室 

野菜・花研究室 

化学研究室 

病虫研究室 

経営調査研究室 

野菜作物研究室 

永年畑作研究室 

教務課 

研修課 

旭分校 

農業改良普及センター（岡山・東備・倉敷・井笠・高梁・阿新・真庭・津山・勝英） 

農業技術センター（瀬戸内・高冷地） 

組織図 

業
の
未
来
と
地
球
環
境
へ
の
配
慮
、

各
研
究
室
で
取
り
組
む
研
究・
開
発
。

農

隔離床によるナスの養液土耕栽培

1901（明治34年）
1904（明治37年）
1910（明治43年）
1922（大正11年）
1924（大正13年）
1936（昭和11年）
1939（昭和14年）
1941（昭和16年）
1947（昭和22年）
1949（昭和24年）
1951（昭和26年）
1952（昭和27年）
1954（昭和29年）
1954（昭和29年）

1957（昭和32年）
1966（昭和41年）
1968（昭和43年）

1973（昭和48年）
1974（昭和49年）

1979（昭和54年）

1985（昭和60年）
1989（平成元年）
1996（平成8年）
1999（平成11年）

吉備郡高松村（現岡山市高松原古才）に農事試験場設立
蚕業に関する試験開始（のち蚕業試験場として独立）
農事試験場果樹園（のち岡山果樹分場）発足
機構改革により種芸部、園芸部（財田村）、農芸化学部、病理昆虫部、庶務会計部を設置
本場を岡山市北方218番地に移転
はっか試験地（のちの倉敷はっか分場）、いぐさ試験地（のちの早島いぐさ分場）発足
美作分場（のちの津山分場）設立
ばれいしょ原種ほ事業（のちの牛窓ばれいしょ試験地）を開始
調査部を新設
高冷地試験地、島嶼試験地発足
農業試験場と改称
牧野に関する試験地発足（のち大佐分場と改称、さらに林業試験場へ移管）
笠岡母樹園発足
機構改革により総務課、作物部、化学部、病虫部、経営部、農機具部（のちの農業機械部）
の1課5部制発足
茶業試験地を設置
蚕業試験場を廃止し、蚕業部として農業試験場に統合
本場を現在地に設置し、岡山果樹分場、倉敷はっか分場、早島いぐさ分場、笠岡母樹
園、島嶼試験地及び牛窓ばれいしょ試験地を統合、同時に園芸部を新設
北部支場を発足させ、津山分場、蚕業部をこれに統合し、野菜作物部、果樹養蚕部を設置
茶業試験地を北部支場に統合し、果樹養蚕部を果樹養蚕茶業部と改称、同時に高冷地
試験地を高冷地農業センターとして分離
機構改革により本場の園芸部を果樹部、野菜・花部に分離、経営部を経営調査部と改
称、農業機械部を作物部に統合、北部支場の果樹養蚕茶業部を永年畑作部と改称
本場内に岡山県バイオテクノロジー研究所本所及び農業試験場分室設置
病害虫防除所を統合して本場内に病害虫防除所を設置
岡山県バイオテクノロジー研究所を廃止し、岡山県生物科学総合研究所として分離
農業改良普及センター、農業試験場、農業大学校を統合し、岡山県農業総合センターを設置

沿　革

山
陽
町
に
あ
る
面
積
６
６
・
３
ha
の
広
大
な
敷
地
内

に
は
、
本
館
を
中
心
に
、
田
ん
ぼ
や
温
室
な
ど
の
実
験

農
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
農
業
試
験
場
は
、
作
物
研

究
室
、
果
樹
研
究
室
、
野
菜
・
花
研
究
室
、
化
学
研
究

室
、
病
虫
研
究
室
、
経
営
調
査
研
究
室
の
６
つ
の
研
究

室
か
ら
成
り
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
技
術
の

研
究
・
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
久
米
町
に

あ
る
北
部
支
場
で
は
、
野
菜
作
物
研
究
室
、
永
年
畑
作

研
究
室
の
２
つ
の
研
究
室
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
農
業
試
験
場
で
は
ど
の
よ
う
な
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
、
中
で
も
環
境
と
関
わ
り
の
あ
る
農

業
技
術
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
依
田
征

四
農
業
試
験
場
副
場
長
（
果
樹
研
究
室
長
）
と
農
業
総

合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
部
企
画
調
整
課
の
石
川
直
祐
企

画
普
及
主
幹
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

依
田
副
場
長
は
、「
農
場
試
験
場
の
よ
う
な
組
織
は
、

名
称
は
違
い
ま
す
が
各
県
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
明
治
時
代
に
国
の
資
本
を
蓄
え
る
た
め
、
食
糧
の

増
産
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
時

代
と
と
も
に
要
請
さ
れ
る
も
の
が
変
化
し
、
現
在
で
は

増
産
と
い
う
よ
り
は
、
自
給
率
の
向
上
や
消
費
者
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
農
業
の
研
究
・
開
発
が
目
的

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
私
ど
も
の
農
業
試
験

場
で
は
、
一
つ
目
に
は
低
コ
ス
ト
・
省
力
化
、
二
つ
目

に
は
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
、
三
つ
目
に
は
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
、
そ
し
て
、
四
つ
目
に
は
中
山
間
地
域

の
問
題
、
と
い
う
４
つ
を
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。」
と
言
わ
れ
、
４
つ
の
課
題
を
念
頭
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
室
で
岡
山
県
独
自
の
品
種
の
育
成
や

栽
培
技
術
の
改
善
、
地
域
特
産
物
の
開
発
、
環
境
保
全

技
術
の
開
発
な
ど
、
岡
山
県
の
農
業
の
発
展
と
地
域
活

性
化
に
貢
献
す
る
技
術
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
石
川
企
画
普
及
主
幹
は
、「
今
、
日
本
の
農

業
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
米
の
過

剰
在
庫
と
米
価
の
下
落
、
そ
し
て
農
業
者
の
高
齢
化
・

後
継
者
不
足
に
加
え
、
海
外
か
ら
安
い
農
産
物
が
ど
ん

ど
ん
入
っ
て
く
る
な
ど
、
生
産
だ
け
で
な
く
流
通
を
含

め
、
農
業
を
取
り
巻
く
競
争
は
い
っ
そ
う
激
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
も
お
い
し
く
て

安
い
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
で
、

農
家
の
経
営
が
成
り
立
ち
、
岡
山
県
の
農
業
を
守
っ
て

い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
国
際
的
に
も
全
国
的

に
も
競
争
に
勝
て
る
独
自
の
品
種
の
育
成
や
生
産
物
の

高
品
質
化
、
省
力
・
低
コ
ス
ト
化
を
は
か
り
、
同
時
に

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
め
ざ

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」
と
言
わ
れ
、
若

者
が
夢
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
農
業
と
、
高
齢
者
に
も

自
在
に
利
用
で
き
る
技
術
の
開
発
が
、
こ
れ
か
ら
の
岡

山
県
の
農
業
を
支
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

岡
山
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
試
験
場
は
、
1
9
0
1
年
（
明
治
34
年
）
に
農
事
試
験
場
と
し

て
設
立
さ
れ
、
以
後
、
岡
山
県
の
農
業
と
と
も
に
百
年
も
の
歳
月
を
歩
ん
で
き
た
歴
史
あ
る
機
関
で

す
。
平
成
11
年
4
月
、
21
世
紀
に
向
け
て
活
力
あ
る
岡
山
県
の
農
業
を
支
援
す
る
た
め
に
、
農
業
試

験
場
・
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
・
農
業
大
学
校
を
統
合
し
て
再
編
。
研
究
・
普
及
・
教
育
の
部
門

の
機
能
を
結
び
つ
け
た
新
し
い
組
織
「
岡
山
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
研
究
部
門
で
あ
る
農
業
試
験
場
を
訪
ね
、
環
境
保
全
型
の
農
業
技
術
の
研
究
・
開
発
な

ど
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

総農家数 

92,820戸 

専業農家 
11,220戸 

第1種兼業農家 
5,910戸 

第2種兼業農家 
48,510戸 

岡山県の農家戸数 
（平成11年） 

自給的農家 
27,180戸 

販売農家数 
65,640戸 
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人と環境にやさしい農業技術をめざして、
岡山県の農業の発展とともに新たな世紀へ！

岡山県農業総合センター

場験試業農

山
県
の
農
業
を
技
術
で
支
え
て
百
年
！

時
代
の
要
請
に
貢
献
す
る
農
業
試
験
場
。

岡



環 　　　境 環 　　　境 

化
学
研
究
室
の
研

究
は
、
ど
の
内
容
も

環
境
保
全
と
密
接
に

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

化
学
研
究
室
の
沖

和
生
室
長
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

安
全
食
品
の
研
究

化
学
研
究
室
で
は
、
残
留
し
て
い
る
農
薬
が
よ
り
少

な
い
食
物
が
供
給
で
き
る
よ
う
、
昭
和
４６
年
よ
り
農
薬

の
残
留
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
厚
生
省

の
「
食
品
衛
生
法
」、
環
境
庁
の
「
農
薬
取
締
法
」
に

基
づ
く
も
の
で
、
環
境
庁
や
農
林
水
産
省
の
依
頼
に
よ

り
、
農
薬
を
よ
り
安
全
に
使
う
た
め
に
定
め
ら
れ
た

「
農
薬
適
正
使
用
基
準
」
の
使
用
基
準
に
合
う
使
い
方

が
行
わ
れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
農
薬
と
作
物

の
組
合
せ
に
つ
い
て
よ
り
残
留
の
少
な
い
農
薬
の
使
用

が
で
き
て
い
る
か
「
農
薬
登
録
保
留
基
準
」
で
繰
り
返

し
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
農
薬
に
は
、
殺
菌
剤
、
殺
虫
剤
、

除
草
剤
、
植
物
成
長
調
整
剤
な
ど
が
あ

り
、
何
百
種
類
と
い
う
病
気
や
虫
に
対

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
効
く
組
合
せ
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
よ
り
毒

性
の
少
な
い
農
薬
の
開
発
が
進
ん
で
お

り
、
昔
ほ
ど
強
い
も
の
は
使
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
一
定
の
基
準
を
守
っ
て
農
薬

が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
ま
ず
大

丈
夫
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、
人
間
が

一
生
の
間
に
食
べ
続
け
て
も
、
よ
り
安

全
な
よ
う
に
残
留
基
準
値
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
消
費
者
の
洗
う
、

皮
を
む
く
、
調
理
す
る
と
い
う
行
程
を
経
れ
ば
、
ほ
と

ん
ど
農
薬
は
残
留
し
ま
せ
ん
。」

地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
測
定

農
業
も
地
球
温

暖
化
と
深
い
関
わ
り

が
あ
り
ま
す
。
温
室

効
果
ガ
ス
に
は
、
二

酸
化
炭
素
、
メ
タ

ン
、
亜
酸
化
窒
素
、

フ
ロ
ン
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
水
田
か
ら

も
温
室
効
果
ガ
ス
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
水
田
で
メ
タ

ン
の
発
生
を
い
か
に

少
な
く
す
る
か
が
、

ア
ジ
ア
全
体
で
今
後

の
大
き
な
課
題
に
な

っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
す
。

「
二
酸
化
炭
素
の
量
を
１
と
し
た
時
、
同
じ
重
さ
の

メ
タ
ン
が
２１
倍
の
作
用
、
亜
酸
化
窒
素
が
３
１
０
倍
も

の
作
用
で
温
度
を
保
つ
効
果
を
高
く
し
ま
す
。
水
田
で

は
、
ワ
ラ
な
ど
炭
素
を
含
ん
だ
有
機
物
が
分
解
さ
れ
る

と
、
酸
素
が
あ
る
状
態
だ
と
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま

す
が
、
酸
素
が
な
い
状
態
だ
と
還
元
状
態
に
な
り
メ
タ

ン
が
発
生
し
ま
す
。
水
田
を
湛た
ん

水す
い

（
常
時
水
を
張
っ
た

状
態
）
で
栽
培
す
る
と
、
酸
素
が
な
く
な
り
や
す
く
な

り
、
メ
タ
ン
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
窒

素
肥
料
を
使
っ
た
畑
か
ら
は
亜
酸
化
窒
素
が
発
生
し
ま

す
。
化
学
研
究
室
で
は
、
平
成
３
年
よ
り
、
農
林
水
産

省
の
補
助
事
業
で
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
測
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。」

日
本
の
伝
統
的
な
稲
作
で
は
、
田
起
こ
し
、
代
か
き

を
し
て
、
田
植
え
（
移
植
）
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
岡
山

県
に
は
乾
田
を
耕
起
し
て
直
播
す
る
栽
培
方
法
も
あ
り

ま
す
。
農
業
試
験
場
で
は
、
省
力
栽
培
・
低
コ
ス
ト
栽

培
、
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
乾
田
を
耕
さ
ず
に
直
播

栽
培
す
る
方
法
を
開
発
し
ま
し
た
。
種
を
播
く
際
に
、

一
部
分
を
す
じ
状
に
浅
く
耕
起
し
な
が
ら
、
播
種
・
施

肥
・
施
薬
を
同
時
に
行
う
方
法
で
、
作
業
員
２
人
一
組

で
１０
ａ
あ
た
り
の
べ
２.５
時
間
の
作
業
で
種
播
き
か
ら
収

穫
ま
で
行
っ
た
最
短
記
録
も
あ
る
そ
う
で
す
。
現
在
で

は
県
南
を
中
心
に
、
約
８
３
０
ha
（
平
成
１１
年
産
）
で

実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
田
ん
ぼ
の
水
持
ち
が
よ
く
て
有
機
物
が
多
い
場
合
、

メ
タ
ン
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
稲
の
根
に

よ
く
な
い
状
態
で
す
。
真
夏
に
、
中
干
し
と
い
っ
て
水

を
抜
い
て
田
の
土
に
ヒ
ビ
割
れ
を
起
こ
さ
せ
る
の
は
、

土
中
に
酸
素
を
送
り
込
む
た
め
で
す
。
水
稲
不
耕
起
乾

田
直
播
栽
培
は
、
田
植
え
を
し
た
田
ん
ぼ
よ
り
メ
タ
ン

発
生
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
播

種
後
す
ぐ
に
水
を
入
れ
な
い
こ
と
、
水
が
地
下
へ
通
り

や
す
い
こ
と
と
、
土
の
中
へ
わ
ら
を
す
き
込
ま
な
い
で

地
面
に
戻
す
た
め
で
、
省
力
化
や
低
コ
ス
ト
の
ほ
か
に

環
境
保
全
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。」

こ
の
ほ
か
、
化
学
研
究
室
で
は
、
土
を
介
し
て
肥
料

や
資
材
が
農
業
以
外
の
分
野
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

環
境
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
お
り
、
河
川
・
用
水
の
農

薬
の
実
態
調
査
、
農
業
用
水
の
養
分
・
肥
料
分
の
チ
ェ

ッ
ク
、
地
下
水
中
の
硝
酸
性
窒
素
濃
度
の
調
査
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
肥
料
成
分
が
地
下
に
流

れ
出
し
て
河
川
・
湖
沼
を
汚
染
す
る
状
況
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
土
壌
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
を
考
え
た
農
業
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
地
球
規
模
で
の
大
き
な
視
野
が

必
要
で
す
。農
業
試
験
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
に
よ
り
、

岡
山
県
の
農
業
が
夢
と
活
力
の
あ
る
２１
世
紀
を
リ
ー
ド

す
る
産
業
と
な
る
よ
う
、
力
強
く
支
え
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

岡山県農業総合センター

農 業 試 験 場

土
、
水
、
大
気
と
農
業
を
守
る
、

環
境
保
全
型
農
業
で
未
来
を
拓
く
。

化

学

研

究

室
化学研究室　沖　和生室長

栽培様式とメタン発生量 
不耕起直播 

CH4gm 期間 
ー2

50 

40 

30 

20 

10 

0

メ
タ
ン
発
生
量 良い 悪い 水はけ 

耕起移植 

水稲不耕起乾田直播栽培

地球温暖化ガスの測定

メ
タ
ン
の
発
生
を
少
な
く
す
る

水
稲
不
耕
起
乾
田
直
播
栽
培

病
虫
研
究
室
の

永
井
一
哉
専
門
研
究

員
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
永
井
専
門
研

究
員
は
、
ナ
ス
の
害

虫
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア

ザ
ミ
ウ
マ
を
、
天
敵

で
あ
る
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
メ
ム
シ
を
利
用
し
て
防
除
す
る
研

究
を
行
っ
て
い
る
第
一
人
者
で
す
。

岡
山
県
の
主
要
な
農
産
物
で
あ
る
千
両
ナ
ス
に
、
約

１５
年
前
か
ら
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
被
害
が
発

生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ

ウ
マ
は
、
総
翅
目
ア
ザ
ミ
ウ
マ
（
ス
リ
ッ
プ
ス
）
類
に

属
す
る
体
長
１
㎜
程
の
小
さ
な
昆
虫
で
、
約
２０
年
前
、

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
日
本
に
侵
入
し
、
九
州
・
四
国

へ
と
分
布
が
広
が
っ
て
き
た
の
で
す
。
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
に
は
、
他
の
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
に
効
果
が
あ

る
農
薬
も
効
か
な
い
場
合
が
多
く
、
ナ
ス
の
果
皮
全
体

が
茶
褐
色
に
な
っ
た
り
、
果
皮
が
ひ
き
つ
っ
た
火
傷
の

あ
と
の
よ
う
に
な
る
な
ど
の
被
害
を
起
こ
し
ま
す
。

永
井
専
門
研
究
員
は
、「
病
虫
研
究
室
で
は
、
岡
山

県
で
の
発
生
当
時
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
殺
虫
剤
の
効
果
を

検
討
す
る
た
め
、
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る

時
、
１
週
間
に
１
回
農
薬
を
散
布
し
た
試
験
区
と
全
然

散
布
し
な
い
区
を
比
べ
る
と
、
無
散
布
区
の
方
が
ミ
ナ

ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

の
に
気
付
き
ま
し
た
。
じ
っ
と
観
察
し
て
い
る
と
、
小

さ
な
カ
メ
ム
シ
が
針
の
よ
う
に
細
い
口
で
ミ
ナ
ミ
キ
イ

ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
を
突
き
刺
し
、
ス
ト
ロ
ー
で
ジ
ュ
ー
ス

を
吸
う
よ
う
に
体
液
を
吸
っ
て
い
た
の
で
す
。
さ
ら
に

い
ろ
い
ろ
な
試
験
を
行
い
、
こ
の
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
メ
ム
シ

が
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生
を
抑
制
す
る
天

敵
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。」
と
に
こ

や
か
に
話
さ
れ
ま
す
が
、
頂
い
た
資
料
を
見
る
と
、
害

虫
の
生
態
が
実
に
細
か
く
調
べ
ら
れ
、
そ
れ
を
も
と
に

地
道
な
試
験
が
繰
り
返
さ
れ
た
様
子
が
伝
わ
り
ま
す
。

「
農
薬
を
全
く
散
布
せ
ず
に
、
天
敵
だ
け
で
被
害
を

防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
殺
虫
剤
の
多
く

は
、
害
虫
だ
け
で
な
く
天
敵
も
同
時
に
殺
し
て
し
ま
い

ま
す
。
中
に
は
、
天
敵
の
数
よ
り
害
虫
の
数
の
方
が
増

え
て
し
ま
う
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ヒ
メ
ハ

ナ
カ
メ
ム
シ
に
害
が
な
く
、
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
を
殺
す
選
択
的
殺
虫
剤
を
捜
し
出
し
、
天
敵
と
選
択

的
殺
虫
剤
と
の
併
用
で
高
い
防
除
効
果
を
あ
げ
る
研
究

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
農
薬
で
防
除
す
る
慣
行
区
と
、

天
敵
と
選
択
的
殺
虫
剤
の
併
用
に
よ
る
総
合
的
管
理
区

と
で
試
験
を
す
る
と
、
総
合
区
の
方
が
被
害
果
が
少
な

く
、
し
か
も
コ
ス
ト
削
減
も
で
き
ま
し
た
。」
と
の
こ

と
で
、
天
敵
を
活
用
し
た
総
合
的
害
虫
管
理
が
効
率
的

な
手
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

農
家
が
よ
り
高
品
質
の
も
の
を
生
産
し
よ
う
と
し
た

時
、
害
虫
の
防
除
は
切
実
な
問
題
と
な
り
ま
す
。
天
敵

を
使
っ
て
害
虫
を
防
除
す
る
方
法
は
、
虫
の
性
質
を
知

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
根
気
の
い
る
研
究
で
す
が
、
環
境

保
全
型
農
業
へ
の
実
用
化
に
取
り
組
む
研
究
で
も
あ
り

ま
す
。
病
虫
研
究
室
で
は
、
ナ
ス
の
ほ
か
に
も
野
菜
や

果
樹
の
害
虫
防
除
に
天
敵
を
使
っ
た
研
究
が
行
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
と
環
境
の
た
め
に
も
、
ま
す

ま
す
貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

自
然
の
営
み
を
利
用
し
て
害
虫
防
除
、

天
敵
を
使
っ
て
ナ
ス
の
栽
培
を
研
究
。

病

虫

研

究

室

ス
の
害
虫
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
を
、

天
敵
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
メ
ム
シ
を
使
っ
て
防
除
。

ナ

病虫研究室
永井　一哉 専門研究員

ヒメハナカメムシ類を活用した 
露地ナスのミナミキイロアザミウマ防除 

100 

 

50 

0

健
全
果
率 

％ 

7月 8月 9月 10月 

慣行の防除 

○慣行防除での殺虫剤散布回数 

天敵を活用した防除 

○天敵を活用した防除での選択的殺虫剤散布回数 

B

A

● ヒメハナカメムシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
約25℃位に温度管理された大型の温蔵庫の中の容器に、約2㎜位の
ヒメハナカメムシ（ハナカメムシ科ヒメハナカメムシ属）が飼育さ
れている。試験に使ったり、農家から依頼があると分ける。

ミナミキイロアザミウマの被害を受けた果実

なす 

トマト 

いちご 

えだまめ 

温室ぶどう 

笠岡市
農試 
久世町 

品目 害虫の種類 天敵 試験場所 

オンシツツヤコバチ 

ハリクチブトカメムシ 

オンシツコナジラミ 

アザミウマ 
アブラムシ 

 

ケナガカブリダニ 
チリカブリダニ 

チリカブリダニ ハダニ 

ヨモギエダシャク 
ハスモンヨトウ 

ハダニ 

ヒメハナカメムシ 
アブラバチ 

 

川上町 

農試 

鏡野町 

岡山市 
御津町 
船穂町 

農業試験場で取り組んでいる主な天敵 

ミナミキイロアザミウマの幼虫を食べる
ヒメハナカメムシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○選択的殺虫剤（害虫だけ殺し、天敵を殺さない殺虫剤）だけを散布して天敵を活用した
試験区

○非選択的な殺虫剤を散布した慣行防除の試験区
効果を比較した結果、天敵を活用した区ではミナミキイロアザミウマへの殺虫剤の散布
を慣行の防除区の7分の1に減少させても、被害を3分の1に減少できました。

A

B



環 　　　境 環 　　　境 

ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
砂
浜
と
い
う
自
然
条
件
が

舞
台
。
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
、
砂
の
中
に

め
り
こ
ん
だ
り
、
床
の
上
で
は
予
想
も
つ
か
な
い
事
態

が
発
生
し
ま
す
。砂
と
車
輪
の
接
地
面
を
ど
う
す
る
か
、

車
体
の
重
さ
を
ど
う
す
る
か
、
バ
ッ
テ
リ
ー
は
ど
う
す

る
か
。
そ
し
て
、
ど
う
や
っ
て
空
き
缶
を
回
収
し
て
い

く
か
。
現
実
的
な
課
題
に
対
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
の
機
能
を

一
か
ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
を
控
え
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
細
か

い
調
整
と
操
作
の
練
習
を
す
る
自
動
車
同
好
会
Ｒ
Ｃ
班

の
生
徒
た
ち
に
話
を
聞
く
と
、
や
は
り
砂
浜
と
い
う
の

が
大
き
な
難
問
だ
と
か
。
ギ
ヤ
に
砂
が
か
ら
ん
で
動
か

な
く
な
り
、
負
荷
が
か
か
り
過
ぎ
て
ラ
ジ
コ
ン
の
ア
ン

プ
が
壊
れ
る
場
合
も
あ
る
そ
う
で
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
さ

れ
た
３
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
車
輪
に
は
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
を

採
用
し
た
り
、
缶
に
羽
状
の
も
の
を
ハ
ン
ダ
で
取
り
つ

け
た
も
の
を
使
う
な
ど
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
空

き
缶
の
回
収
に
は
操
作
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
要
求
さ
れ
ま

す
。
み
ん
な
の
知
恵
と
技
を
結
集
し
て
挑
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

小
山
先
生
は
、「
今
は
お
金
さ
え
出
せ
ば
何
で
も
買

え
る
時
代
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
も
の
を
創
る
こ

と
へ
の
意
義
が
見
直
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
制
作
も

通
産
省
・
文
部
省
・
郵
政
省
に
よ
る
『
も
の
づ
く
り
推

進
事
業
』
の
一
つ
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
で
何
か
も
の
を
創
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ

と
は
、
創
造
性
を
養
う
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
中
で
は
協
調
性
が
必
要
と
な
り
、
人
格
を
磨

い
た
り
、
切
磋
琢
磨
す
る
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
と
同
じ
よ

う
な
相
互
作
用
が
生
ま
れ
ま
す
。
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
場
合
も
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
組
み
立
て
、
構

成
し
て
い
く
か
、
み
ん
な
で
工
夫
し
て
い
く
こ
と
は
、

考
え
る
力
を
養
う
こ
と
に
な
り
、
最
終
的
に
は
生
き
て

い
く
力
を
養
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
何
に
で
も
挑
戦
し
て
い
く
と
い
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。」
と
言
わ
れ
、
子
供
た
ち
に
興
味
の
あ
る
ロ

ボ
ッ
ト
制
作
・
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
得
ら
れ
る
教
育

的
な
意
義
に
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
 

藻模型 

空き缶 
 

ペット 
ボトル 

4
m

5m

山
　
高
さ
　
3
0
㎝
 

ゴ
ー
ル
 

2
m

2m

20㎝ 

20㎝ 

20㎝ 

20㎝ 

ゴ
ー
ル
 

ス
タ
ー
ト
 

5分間の競技時間内に空き缶等が何個取れるかを競う渋川海岸清掃ロボットコンテスト。
手の上げ具合をどの程度にするか角度の決定も重要となる。細かい調整を続ける生徒たち。

移動する足まわりとすくう手の動きをラジコン
の4チャンネルで制御。操作の慣れがコンテス
トに大きく影響する。

興
味
あ
る
こ
と
を
通
し
て
課
題
に
挑
戦
、

“も
の
”づ
く
り
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力
。

渋
川
海
岸
環
境
整
備
事
業

岡
山
県
で
は
、平
成
３
年
か
ら
約
23
億
円
か
け
て
、

護
岸
や
養
浜
な
ど
の
施
設
を
改
良
整
備
し
、
波
浪

災
害
に
対
し
て
の
面
的
防
護
、
ゆ
と
り
や
親
水
性

豊
か
な
海
浜
の
創
造
を
め
ざ
し
て
、
多
面
的
な
海

岸
環
境
整
備
事
業
を
実
施
。
平
成
11
年
度
に
第
２

期
工
期
を
完
了
し
ま
し
た
。
浜
幅
は
従
来
よ
り
1

8
・
3
ｍ
広
が
り
、4
3
・
3
ｍ
と
な
り
ま
し
た
。

＜中学生の部＞
●5分以内で、9個の空き缶をどれだけ回収してゴールするかを競う
●ロボットの寸法は、たて70㎝×横70㎝×高さ2m、重量は無制限

＜高校生の部＞
●5分以内で、藻の模型、空き缶をどれだけ多く回収してゴールするかを競う
●ロボットの寸法は、たて70㎝×横70㎝×高さ2m、重量は無制限
●競技場の中央にある潰れた空き缶とペットボトルの中から缶だけを選別して
回収し、ロボットの総合能力と操作テクニックを競う。
・潰れた空き缶（10個）‥‥ ＋１ポイント
・潰れたペットボトル（大小20個）‥‥ －１ポイント
・藻の模型（5個、長さ50㎝のビニール紐の束）‥‥ ＋１ポイント

競技内容・大会規定

岡山商科大学附属高等学校
小山　実 実習教諭
ボランティア活動に関心のある
先生は、今夏、「カンボジアの村を
支援する会（CVSG-NGO）」でカ
ンボジアを訪れ、井戸の設置決
定や、常備薬を巡回設置するなど
の支援活動を行ったそうです。
日本風力エネルギー協会・太陽
光発電エネルギー学会・可視化
情報学会会員。

資料・写真提供：玉野市役所観光課

岡山商科大学附属高等学校の中塚浩明商業科
長・厚生課長によると、毎年、1・2学期に3日間ずつかけて、
通学路の清掃ボランティアを行っているそうです。今年１学期
は6月28日～30日の3日間、生徒・PTA・教師らにより、岡
山駅から学校まで数ルートに分かれて実施されました。

本
誌
N
O
・
2
9
6
号
の
イ
ベ
ン
ト
欄
で
紹

介
し
た
「
第
3
回
渋
川
海
岸
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
は
、
岡
山
県
を
代
表
す
る
海
水
浴
場
、
渋
川

海
岸
の
海
開
き
の
日
（
6
月
24
日
（
土
））
に
、

県
下
の
中
・
高
校
生
が
空
き
缶
を
回
収
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
制
作
技
術
や
競
技

を
通
し
て
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
環
境
を
守
る
心

を
養
う
と
い
う
も
の
で
、
今
年
で
第
3
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た

の
か
、
取
材
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
日
に
先

が
け
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
発
案
者
で
あ
り
、
仕
掛
け

人
で
あ
る
岡
山
商
科
大
学
附
属
高
等
学
校
機
械
科
の
小

山
実
先
生
に
お
話
を
伺
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
回
参

加
す
る
「
自
動
車
同
好
会
Ｒ
Ｃ
（
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー
）
班
」

の
生
徒
た
ち
も
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

小
山
先
生
が
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
思
い
付
い
た
の
は

約
３
年
前
。
玉
野
市
在
住
で
も
あ
り
、
渋
川
海
岸
が
玉

野
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
清
掃
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
先
生
は
、
何
か
参
加
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
と
常
々
考
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
あ
る

時
、
自
分
が
指
導
し
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
制
作
と
渋
川
海

岸
の
環
境
を
守
る
活
動
を
結
び
付
け
た
「
清
掃
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
行
っ
て
は
ど
う
か
と
思
い
付
い
た

の
で
す
。も
と
も
と
岡
山
商
科
大
学
附
属
高
等
学
校
は
、

通
学
路
の
清
掃
な
ど
環
境
美
化
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
学
校
側
は
快
諾
。
機
械
科

で
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
玉
野
市

観
光
協
会
に
提
案
し
、
渋
川
海
岸
の
環
境
美
化
に
つ
な

が
る
な
ら
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
県
内
の
中
学
校
・
高
校
に
参
加
を
募
り
、
平
成
10

年
の
海
開
き
の
行
事
の
後
に
「
第
１
回
渋
川
海
岸
清
掃

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
初
は
何
も
か
も
が
試
行
錯
誤
の
状
態
。

第
１
回
目
は
中
・
高
合
わ
せ
て
11
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
レ
ベ
ル
も
今
ひ
と
つ
。
と
に
か

く
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
た
と
い
う
結
果
だ
け
が
残
り

ま
し
た
。
次
の
年
の
第
２
回
目
に
な
る
と
、
参
加
校
も

増
え
、
中
学
校
３
校
、
高
校
７
校
、
合
わ
せ
て
16
チ
ー

ム
が
参
加
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
レ
ベ
ル
も
数
段
高
く
な
っ
た

そ
う
で
す
。
第
３
回
目
と
な
る
今
年
は
、
中
学
校
３
校
、

高
校
５
校
、
合
わ
せ
て
17
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
全
国
規
模
の
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も

い
ろ
い
ろ
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
室
内

で
競
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、「
渋
川
海
岸
清
掃
ロ

●クリーンボランティア

機
械
科
と
環
境
活
動
を
結
び
つ
け
た

渋
川
海
岸
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
。

砂
の
上
を
動
き
、缶
を
回
収
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
。

自
然
環
境
の
中
で
、
技
術
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
。 自動車同好会RC班のメンバーたち。エンジンや車の整備を勉強している機械科と自動車

科の2年生が所属しています。
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に
熱
心
。
小
山
先
生
や
学
校
側
の
熱
意
に
は
い
つ
も
感

心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。」
と
言
わ
れ
、
年
々
充
実
す
る
コ

ン
テ
ス
ト
の
内
容
と
、
岡
山
商
科
大
学
附
属
高
校
側
の

一
生
懸
命
な
姿
勢
を
絶
賛
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
神
崎
専
務
理
事
は
、「
若
者
が
純
粋
に
一
つ

の
目
的
に
向
か
っ
て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
は

素
晴
ら
し
い
し
、
そ
れ
を
支
え
る
大
人
た
ち
の
熱
意
も

素
晴
ら
し
い
。
そ
れ
に
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
発
案

し
た
技
術
が
企
業
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。い
ろ
ん
な
可
能
性
も
秘
め
て
い
ま
す
。

玉
野
市
は
『
海
・
港
・
船
』
を
テ
ー
マ
に
、
一
年
を
通

し
て
『
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
・
た
ま
の
』

を
開
催
し
、い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
渋
川
海
岸
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
』
も
中
国
大

会
、
全
国
大
会
と
規
模
を
拡
大
し
て
い
き
、
渋
川
海
岸

を
県
内
・
県
外
へ
と
ど
ん
ど
ん
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
い

た
い
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

渋
川
海
岸
は
、
約
１
㎞
に
わ
た
っ
て
白
砂
青
松
の
海

岸
線
が
続
く
県
内
最
大
規
模
の
海
水
浴
場
で
、
環
境
庁

の
「
日
本
の
水
浴
場
55
選
」、「
日
本
の
渚
百
選
」
に
も

選
ば
れ
る
美
し
い
海
岸
で
す
。
夏
季
に
は
約
50
万
人
の

海
水
浴
客
が
訪
れ
、
ま
た
、
ヨ
ッ
ト
や
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
基
地
と
し
て
も
有

名
で
、
年
間
を
通
じ
て
約
1
2
0
万
人
も
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
渋
川
海
岸
で
は
、
平
成
３

年
の
台
風
19
号
の
被
害
を
機
に
養
浜
事
業
が
進
め
ら

れ
、
昨
年
、
護
岸
の
改
良
や
遊
歩
道
の
整
備
、
き
め
細

か
な
中
国
産
の
海
砂
の
散
布
な
ど
の
海
岸
環
境
整
備
事

業
が
完
了
し
た
ば
か
り
で
す
。

し
か
し
、
ゴ
ミ
を
捨
て
て
帰
る
人
は
後
を
絶
た
ず
、

玉
野
市
で
は
「
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」
や
「
渋
川
海
岸

花
火
禁
止
条
例
（
夜
10
時
〜
翌
朝
６
時
ま
で
）」
に
よ

り
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
マ
ナ
ー
の
向

上
に
結
び
つ
か
な
い
と
か
。
ま
た
、
毎
年
台
風
後
に
打

ち
上
げ
ら
れ
る
藻
や
ゴ
ミ
の
清
掃
も
大
変
な
労
力
だ
そ

う
で
す
。

岡
山
商
科
大
学
附
属
高
等
学
校
の
木
村
祐
造
校
長
先

生
は
、「
今
、
全
国
の
あ
ち
こ
ち
で
青
少
年
に
よ
る
事

件
が
起
こ
り
、
大
変
心
を
痛
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の

『
渋
川
海
岸
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
よ
う
に
、

自
然
に
ふ
れ
た
り
、
も
の
づ
く
り
を
す
る
こ
と
は
、
子

供
た
ち
の
視
野
を
広
げ
、い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
り
、

一
つ
の
こ
と
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
姿
勢
を
養
う
な
ど

大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
家
庭
内
に
お

け
る
親
子
関
係
の
構
築
に
も
、『
も
の
づ
く
り
』
を
役

立
て
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。」
と
言
わ
れ
、
青
少

年
の
心
の
育
成
に
「
も
の
づ
く
り
」
が
大
き
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

渋
川
海
岸
と
い
う
自
然
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を

凝
ら
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
を
競
う
「
渋
川
海
岸
清
掃

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」。
大
会
を
最
初
か
ら
立
ち
上

げ
、
軌
道
に
の
せ
て
い
く
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が
あ

っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
大
会
が
盛
り

上
が
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
の
よ
り
健

全
な
成
長
と
、
よ
り
多
く
の
人
に
自
然
環
境
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
せ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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第3回渋川海岸清掃 
ロボットコンテスト表彰結果 

1位 

2位 

3位 

デザイン賞デザイン賞 デザイン賞 

アイデア賞アイデア賞 アイデア賞 

チームワーク賞チームワーク賞 チームワーク賞 

1位 

2位 

3位 

デザイン賞デザイン賞 デザイン賞 

アイデア賞アイデア賞 アイデア賞 

チームワーク賞チームワーク賞 チームワーク賞 

玉野市 
観光協会賞 
玉野市 
観光協会賞 

中学生の部 

高校生の部 

中・高全体 

み
ん
な
で
守
ろ
う
、
美
し
い
砂
浜
！

玉
野
市
最
大
の
観
光
地
「
渋
川
海
岸
」。

「
も
の
づ
く
り
」は「
心
」づ
く
り
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
！

心
配
さ
れ
て
い
た
雨
も
持
ち
こ
た
え
、
梅
雨
空
は
一

転
、
真
夏
の
よ
う
に
カ
ン
カ
ン
照
り
と
な
っ
た
６
月
24

日
（
土
）。
渋
川
海
岸
海
開
き
の
行
事
が
行
わ
れ
た
後
、

い
よ
い
よ
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
と
も
そ
れ
ぞ
れ
独
創
的
な
ロ
ボ
ッ

ト
が
ず
ら
り
、
ど
ん
な
動
き
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
、

期
待
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
か

ら
、
中
学
校
と
高
校
で
は
ど
う
し
て
も
材
料
の
選
定
・

加
工
等
の
レ
ベ
ル
的
な
差
が
生
ま
れ
る
た
め
、
今
回
か

ら
中
学
生
の
部
と
高
校
生
の
部
に
分
け
て
課
題
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

最
初
は
中
学
生
の
部
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
中
学
生
な
ら

で
は
の
発
想
と
工
夫
で
、
手
づ
く
り
の
ロ
ボ
ッ
ト
が

次
々
に
登
場
し
ま
す
。
し
か
し
、
砂
浜
に
は
ど
の
チ
ー

ム
も
四
苦
八
苦
。
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
た
チ
ー
ム
も

あ
り
ま
し
た
が
、
制
限
時
間
の
５
分
が
ど
ん
な
に
長
く

感
じ
ら
れ
て
も
、最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
挑
戦
し
続
け
、

会
場
の
観
客
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
高
校
生
の
部
。
今
年
は
高
校
生
用
の
課
題

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
盛
り
上
が
っ
た
砂
の

山
を
越
え
、
潰
さ
れ
た
缶
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
混
在
す

る
中
か
ら
缶
だ
け
を
選
り
分
け
て
回
収
。
さ
ら
に
藻
に

見
立
て
た
ビ
ニ
ー
ル
紐
の
束
も
回
収
し
、
そ
の
数
を
競

い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
入
れ
て
し
ま
う
と
減
点
に

な
り
ま
す
。
高
校
生
に
な
る
と
、
ラ
ジ
コ
ン
の
ロ
ボ
ッ

ト
も
増
え
、
構
造
も
本
格
的
。
毎
日
夜
遅
く
ま
で
操
作

の
練
習
を
し
て
い
た
と
い
う
チ
ー
ム
も
あ
り
、
困
難
と

思
え
る
課
題
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

岡
山
商
科
大
学
附
属
高
等
学
校
の
自
動
車
同
好
会
Ｒ

Ｃ
斑
の
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
３
台
は
、
残
念
な
が
ら
ポ
イ

ン
ト
獲
得
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
競

技
会
場
の
設
営
準
備
や
運
営
の
手
伝
い
、
後
片
付
け
と

「
渋
川
海
岸
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」を

共
催
で
支
援
す
る
玉
野
市
観
光
協
会

縁
の
下
の
力
持
ち
に
な
っ
て
と
て
も
よ
く
動
い
て
い
ま

し
た
。
と
く
に
、
雨
天
に
備
え
、
会
場
す
ぐ
そ
ば
の
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
２
階
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
敷

き
、砂
を
運
ん
で
特
設
コ
ー
ス
を
準
備
し
て
お
く
な
ど
、

主
催
者
側
な
ら
で
は
の
目
に
見
え
な
い
苦
労
も
い
ろ
い

ろ
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
機
械
科
の
先
生
方
も
大
会
の
運

営
に
協
力
さ
れ
、
大
西
佳
章
先
生
の
暖
か
い
視
点
で
の

司
会
は
、
失
敗
し
て
も
次
は
頑
張
ろ
う
と
思
わ
せ
て
く

れ
る
も
の
で
し
た
。

小
山
先
生
は
、「
た
く
さ
ん
の
チ
ー
ム
の
参
加
、
独

創
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
登
場
と
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
レ

ベ
ル
の
高
い
大
会
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

瀬
戸
内
海
沿
岸
の
県
に
呼
び
か
け
る
な
ど
し
て
、
中
四

国
大
会
、
そ
し
て
全
国
大
会
が
開
催
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
言
わ
れ
、
渋
川

海
岸
を
は
じ
め
と
し
て
瀬
戸
内
海
全
域
の
海
岸
、
そ
し

て
日
本
の
海
の
自
然
環
境
を
考
え
る
活
動
に
貢
献
で
き

た
ら
と
、
夢
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

後
日
、「
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
共
催
し
た

玉
野
市
観
光
協
会
を
訪
れ
、

神
崎
茂
専
務
理
事
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

「
３
年
程
前
、
岡
山
商

科
大
学
附
属
高
校
の
小
山
先
生
か
ら
海
岸
を
清
掃
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
共
催
の
依
頼
が
あ
り
、
玉
野
市

観
光
協
会
と
し
て
は
、
渋
川
海
岸
の
環
境
美
化
に
つ
な

が
る
の
な
ら
と
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。
玉
野
市
で
は

行
政
や
市
民
が
地
球
環
境
を
考
え
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
主
旨
に
も
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
小
山
先
生
の
人

柄
で
す
。
私
ど
も
観
光
協
会
で
は
、
年
間
約
40
件
く
ら

い
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、『
清
掃
ロ
ボ

ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
』
だ
け
は
別
格
。
損
得
抜
き
に
非
常 玉野市観光協会 神崎　茂 専務理事

※番号は出場順です。

②
新
号
機
Ⅱ
号
 

（
金
光
学
園
中
学
校
） 

こ
れ
ま
で
に
な
い
4
足
歩
行
の
ア
イ
デ
ア

で
挑
み
、
会
場
の
関
心
を
集
め
る
。
し
か

し
、
足
が
砂
地
に
沈
み
、
前
に
進
む
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
。
缶
は
手
製
の
電
磁
石

で
回
収
す
る
予
定
だ
っ
た
。 

手
製
の
電
磁
石

で
缶
を
吊
り
上

げ
、
3
缶
を
ゴ

ー
ル
内
に
回
収

す
る
こ
と
に
成

功
。
砂
の
上
を

移
動
し
、
先
に

ゴ
ー
ル
近
く
に

止
め
て
か
ら
回

収
作
業
を
行
っ

た
作
戦
が
功
を

奏
し
た
。 

③
デ
ザ
ー
ト
ゴ
ッ
ド
万
次
郎
 

（
金
光
学
園
中
学
校
） 

金
網
に
取
り
つ

け
た
触
手
が
回

転
し
て
缶
を
す

く
い
上
げ
、
金

網
の
中
に
放
り

込
ん
で
い
く
予

定
だ
っ
た
が
、

思
う
よ
う
に
缶

を
す
く
え
ず
、

ゴ
ー
ル
ま
で
押

し
て
い
っ
た
2

缶
を
回
収
。 

④
Ｋ
Ｗ
Ｇ
 

（
玉
野
市
立
東
児
中
学
校
） 

⑤
缶
取
り
ー
君
2
号
 

（
井
原
市
立
高
屋
中
学
校
） 

タ
イ
ヤ
を
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
大
き
く
し
、

2
つ
の
タ
イ
ヤ
に
2
つ
の
モ
ー
タ
ー
、
補

助
輪
が
つ
い
た
個
性
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
。
し

か
し
、
思
う
よ
う
に
動
か
ず
、
缶
の
回
収

は
で
き
な
か
っ
た
。 

⑥
カ
ン
キ
ャ
リ
ア
ー
号
 

（
井
原
市
立
高
屋
中
学
校
） 

小
型
で
キ
ャ
タ

ピ
ラ
ー
を
使
っ

て
い
る
た
め
、

小
回
り
が
き
き
、

よ
く
動
く
。
前

部
分
に
缶
を
取

り
込
ん
で
ゴ
ー

ル
に
運
び
、
缶

9
個
全
部
を
回

収
、パ
ー
フ
ェ
ク

ト
を
達
成
し
た
。 

小
型
で
キ
ャ
タ

ピ
ラ
ー
を
使
っ

た
ロ
ボ
ッ
ト
。

前
部
分
に
筒
状

の
も
の
を
使
い
、

缶
を
コ
ロ
コ
ロ

こ
ろ
が
し
て
ゴ

ー
ル
に
運
ん
で

い
く
。
缶
4
個

を
回
収
。 

⑦
コ
ロ
コ
ロ
キ
ャ
リ
ー
号
 

（
井
原
市
立
高
屋
中
学
校
） 

①
オ
エ
ン
ガ
ー
Ｚ
 

（
金
光
学
園
中
学
校
） 

ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
駆
動
輪
が
空
回
り
。

缶
は
倒
し
た
も
の
の
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、

回
収
は
で
き
な
か
っ
た
。 

中学生の部 

中学生の部 

高校生の部 

高校生の部 

高校生の部 

砂
の
起
伏
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

回
収
作
業
で
き
ず
。 

■
ダ
ス
タ
ー
Ⅲ
 

（
岡
山
商
科
大
学
附
属
高
等
学
校
） 

1

砂
の
起
伏
を
越

え
よ
う
と
す
る

ほ
ど
車
輪
が
砂

に
め
り
こ
ん
で

し
ま
い
、
空
回

り
。
回
収
で
き

ず
。 ■

青
木
工
業
（
株
）
Ⅱ
 

（
岡
山
商
科
大
学
附
属
高
等
学
校
） 

2

砂
の
起
伏
を
乗
り
越
え
た
も
の
の
、
回
収

は
で
き
ず
。 

 

■
お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
 

（
岡
山
商
科
大
学
附
属
高
等
学
校
） 

3

下
の
ツ
メ
で
缶

を
ひ
っ
か
け
て
、

上
の
ツ
メ
で
缶

と
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
選
別
。
缶

を
全
部
取
る
こ

と
は
で
き
た
が
、

時
間
内
に
ゴ
ー

ル
地
点
に
入
れ

ず
、
ポ
イ
ン
ト

獲
得
で
き
ず 

■
水
工
ハ
イ
ク
リ
ー
ン
Ⅱ
 

（
岡
山
県
立
水
島
工
業
高
校
） 

4手
前
の
藻
の
模
型
を
回
収
。
途
中
で
藻
が

か
ら
ま
る
。
藻
を
2
個
回
収
。 

 

■
ク
リ
ー
ン
ボ
ー
イ
１
号
改
 

（
岡
山
県
立
高
梁
工
業
高
校
） 

7

■
わ
い
る
ど
く
り
ー
ん
 

（
岡
山
県
立
岡
山
工
業
高
校
） 

砂
の
山
を
越
え
る
の
が
難
し
か
っ
た
が
、

よ
う
や
く
山
を
越
え
る
。
藻
を
回
収
し
て

い
る
途
中
で
機
械
に
か
ら
ま
り
、
ト
ラ
ブ

ル
発
生
。
藻
を
3
個
回
収
。 

6

ア
ー
ム
を
使
っ
て
砂
の
山
を
乗
り
越
え
る
。

マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
の
要
領
で
缶
を
つ
か
み
、

荷
台
に
全
部
回
収
。
藻
の
模
型
は
１
個
づ

つ
キ
ャ
ッ
チ
し
て
ゴ
ー
ル
地
点
に
運
ぶ
。

缶
10
個
、
藻
2
個
回
収
。 

■
水
工
海
の
S
p
e
c
i
a
l
 

 （岡
山
県
立
水
島
工
業
高
校
） 

5
一
番
大
き
く
、重

そ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
。

山
を
越
え
る
際

に
ひ
っ
く
り
返

る
が
、
元
に
戻

り
回
収
作
業
を

進
め
る
。し
か
し
、

砂
が
か
ら
ん
で

動
か
な
く
な
り
、

モ
ー
タ
ー
に
ア

ク
シ
デ
ン
ト
。 

■
ク
リ
ー
ン
ボ
ー
イ
3
号
 

（
岡
山
県
立
高
梁
工
業
高
校
） 

8

缶
と
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
す
く
い
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
後
方
に
投
げ
、

缶
だ
け
回
収
。

缶
4
個
と
藻
1

個
を
回
収
。 

■
回
収
ア
キ
ち
ゃ
ん
 

（
岡
山
県
立
東
岡
山
高
校
） 

9

ア
ー
ム
を
使
っ
て
砂
の
山
を
乗
り
越
え
る
。

マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
の
要
領
で
缶
を
つ
か
み
、

荷
台
に
全
部
回
収
。
藻
の
模
型
は
１
個
づ

つ
キ
ャ
ッ
チ
し
て
ゴ
ー
ル
地
点
に
運
ぶ
。

缶
10
個
、
藻
2
個
回
収
。 

■
風
林
火
山
 

（
岡
山
県
立
東
岡
山
高
校
） 

10

中学生の部 



※記述は原則として発刊当時の記事を参考にしています 

この時代の主な出来事 
日本及び世界の出来事 西暦/年号 環境に関する出来事 

政府は湾岸戦争支援策として90億ド
ル（約１兆2000億円）の追加支出、避
難民輸送のための自衛隊機派遣等を

決定 
6/3長崎県の雲仙普賢岳で大火砕流
発生（死者・行方不明37）。6/8再度
大火砕流。9/15最大規模の火砕流、

170棟以上消失 
東北・北陸新幹線が東京駅乗入れ開始 
経企庁、「いざなぎ景気」（昭和40．11

～45.7）を超えたと発表 
今春の女子大生の就職率81.8％で

男子を抜き、史上最高 
宮沢内閣成立 

自民・公明両党、衆院国際平和協力委
でＰＫＯ協力法案を強行裁決 

4月国連安保理、イラクの停戦決議受諾
を確認。湾岸戦争終結 

ガンジー元首相、爆弾テロで暗殺 
フィリピンのピナツボ火山、今世紀最大

の大噴火 
エリツｲ ン、ロシア共和国初の大統領

に当選 
ソ連保守派、ゴルバチョフ大統領を軟
禁しクーデターを起こすが失敗。ゴル
バチョフ、書記長辞任。12月には大統

領辞任、ソ連消滅 
ミャンマーのスー＝チーさんにノーベ

ル平和賞 
金正日、北朝鮮最高軍司令官に就任 

 
 

経企庁、前年1～3月をピークに、景気
は下降期に入ったと発表 

国土庁、公示地価が17年ぶりに下落
と発表 

衆参本会議でＰＫＯ法案可決、成立 
山形新幹線（ミニ新幹線）「つばさ」開業 
毛利衛スペースシャトルで宇宙飛行 
ＰＫＯ自衛隊第１陣、呉港から出発 

大蔵省、都市銀行等21行9月末の不
良債権は12兆3000億円、3月末よ

り54％増と発表 
藤山一郎、長谷川町子に国民栄誉賞 
アルベールビル冬季オリンピック開催

バルセロナオリンピック開催 
中・韓両国国交樹立 

クリントン、米大統領当選 
金泳三、韓国大統領当選 

 
 
 
 
 

徳仁皇太子と小和田雅子さん、結婚式
日本初の屋根開閉式の福岡ドーム完成

プロサッカー・Ｊリーグ開幕 
東京で第19回サミット 

北海道南西沖地震。津波のため奥尻島
で死者176人、行方不明68人 

第40回総選挙で自民党過半数割れ、
社会党大敗、新党が躍進して「55年体

制」崩壊 
土井たか子元社会党委員長、初の女性

衆議院議長に 
非自民6党連立内閣発足 

台風13号鹿児島を直撃、死者・行方不
明46人 

農水省、冷害・台風による農作物被害
１兆2120億円で戦後最悪と発表 

米の作況指数74で昭和8年来の凶作 
白神山地、屋久島、法隆寺、姫路城が

「世界遺産」に登録 
北朝鮮、核不拡散条約脱退 

インドで大地震、死者3万人以上 
中国、地下核実験再開 

 
 

自動車生産数、前年比10.2％減、3年
連続減 

スーパー140社の平成5年度売上高、
前年比2.4％減、初の前年割れ 

日本百貨店協会加盟118社の売上げ
も2年連続減少 

米不足で輸入のタイ米不評判 
台北発の中華航空エアバス、名古屋空

港で着陸に失敗、264人死亡 
政治改革関連法案成立（小選挙区比例

代表並立制を導入） 
羽田内閣、少数与党で発足 

深夜、松本市の市街地で有毒ガス撒か
れ7人死亡、約60人入院 

（松本サリン事件） 
村山内閣発足 

日本女性初の宇宙飛行士向井千秋さ
ん、スペースシャトルで宇宙へ 

関西国際空港完成、開港 
北海道東方沖地震、Ｍ7.9 、根室の津

波173㎝ 
プロ野球イチロー選手、史上初の210

安打を記録 
大江健三郎、ノーベル文学賞受賞 
リレハンメル冬季オリンピック 

英仏間のユーロ・トンネル開通式 
金日成北朝鮮国家首席急死 

県内の産業廃棄物処理業者が産業廃
棄物の適正な処理等を推進するため、
岡山県産業廃棄物協会を設立 
児島湖の総合的な環境保全を目的と
した児島湖環境保全条例を制定 
吉井川中流域を県立自然公園に指定                  
COD総量削減計画（第3次）を策定 
建部町で「全国野鳥保護のつどい」
を開催 
燐及びその化合物に係る削減指導方
針（第3期）を策定 
児島湖環境保全審議会が発足（平成
6年7月に環境審議会に合併） 
岡山市が「ごみ非常事態宣言」を発表 
岡山県自然保護センターを佐伯町に
開設 
県が環境影響評価項目に地球環境保
全対策を追加 
児島湖流域の環境保全に関する基本
方針を策定 
再生資源の利用の促進に関する法律
を制定 
水質汚濁防止法施行令が一部改正され、
トリクロロエチレン又はテトラクロロ
エチレンに係わる特定施設が追加さ
れる 
土壌の汚染に係わる環境基準を設定 
 
 
 
 
 
公用車としては初の電気自動車を岡
山県環境保健センターに配置 
県が、児島湖に係わる湖沼水質保全
計画（第2期）を策定 
県域レベルで地球環境保全に貢献す
ることを目的とした「県における地球
環境問題への取組方針」を策定 
後楽園、成羽町吹屋地区、旧閑谷学校
の背後地などを県景観条例に基づく
背景保全地区に指定 
瀬戸内海の環境の保全に関する県計
画の一部を変更 
県が「地球環境保全に配慮した県事
業等の指針」を策定 
気候変動枠組み条約を採択 
「地球環境開発会議」（地球サミット）
を開催。生物多様性条約、アジェンダ
21等を採択 
絶滅するおそれのある野生動植物の
種の保存に関する法律を制定 
 
 
生活排水対策に重点を置いた清流保
全対策を行うため、湯原ダム・旭川ダ
ムの流域及び新成羽川ダムの流域に
それぞれ水質浄化対策推進協議会を
設立 
吉備高原都市の前期事業が完成 
矢掛町矢掛地区を町並み保存地区に
指定 
水質汚濁に係わる人の健康保護に関
する環境基準の項目が追加される 
悪臭防止法施行令が一部改正され、
10物質が追加される 
水質汚濁防止法施行令が一部改正され、
海域の窒素及びリンの排出基準が設
定される 
環境基本法を制定 
水質汚濁防止法施行令が一部改正され、
13項目の有害物質が追加される 
生物の多様性に関する条約発効 
環境庁、日本産トキの人工繁殖を断念 
環境庁調査で、埋立てなどにより全国
の干潟4,000ha余の消失が判明 
 
 
玉野市と倉敷市にまたがる渋川・王
子が岳地区を県景観条例に基づく景
観モデル地区に指定 
倉敷公害訴訟第１次訴訟の一審判決。
工場排煙による因果関係を認め、企
業8社に約1億9千万円の支払いを
命じる。（控訴） 
県が、自然保護のため毛無山（新庄村）
周辺に広がるブナ林約191haを買収 
県が、「地球にやさしい地域づくり指針」
を策定 
新庄村新庄地区を町並み保存地区に
指定 
第１回「環境の日」のキャンペーンが
開催される 
廃棄物の処理及び清掃に関する法律
等が一部改正され、有害物質が追加
される 
環境基本計画を閣議決定 

（平成3年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成4年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成5年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成6年） 
 
 
 

第45回「全国野鳥保護のつどい」（環境庁、日本鳥類保護連盟、
岡山県共催）が、岡山県御津郡建部町の吉備高原建部家族
旅行村「たけべの森」で常陸宮ご夫妻をお迎えして開かれた。
鳥が増える自然環境を願い、記念式典や植樹、放鳥などが
行われた。 

岡山市では、年々ごみの量が増え続け、平成2年度1年間で22
万1000t（1人当たり1日に約1㎏）と5年前に比べて25％も
増加。さらに、2カ所ある焼却炉のうち1基が定期点検で可燃ご
みの処理能力が低下することや、不燃ごみの処分場も早いペー
スで埋め立が進むなど深刻な状態となった。岡山市では「ごみ
非常事態対策本部」を設置し、家庭ごみ20％、事業ごみ30％減
を目指して、市民に資源ごみの徹底的な分別協力を呼びかけた。 
（写真は不燃ごみの処理地、松ケ鼻埋立最終処分場） 

岡山市が「ごみ非常事態宣言」を発表 
1991 年 ● 平成3年 

児島湖の水質浄化を総合的に推進するため、岡山
県が策定した「児島湖水質保全計画」の第2期（平
成3年～7年度）案が国に承認された。新計画は富
栄養化の防止が柱で、汚濁の原因となる窒素、リン
の目標値を新たに設けたほか、1400億円かけて
下水道、合併処理浄化槽の整備促進を図る。 

「児島湖水質保全計画」（第2期）が国に承認される 

年 ● 平成4年 1992

旧山陽道の宿場町として栄え、江戸時代の古い町
家が残る矢掛町矢掛地区が、県の「町並み保存地区」
に指定された。矢掛町の宿場町は17世紀前半の
成立と伝えられ、江戸時代に参勤交代の大名らが
泊まった本陣・脇本陣（国重要文化財）、本かわらぶき、
塗屋造りの家屋などが残る。 

宿場町、矢掛地区を「町並み保存地区」に指定 

年 ● 平成5年 1993

岡山県は、排ガスのない低公害・低騒音の自動車として、
初めて電気自動車を県環境保健センターに導入。ばい煙
発生施設への立入り調査や大気監視測定など公害監視に
活躍を始めた。 

公用車としては初の電気自動車を岡山県環境 
保健センターに配置。 

1992 年 ● 平成4年 

建部町で「全国野鳥保護のつどい」が開催される 
1991 年 ● 平成3年 

全国でもワースト5（平成元年度）の汚濁湖沼・児
島湖の水質改善や流域の自然環境保全を目指し、
岡山県は生活雑廃水対策など水質保全対策につい
て詳細に規定した「児島湖環境保全条例」を制定。
全国の湖沼で初めての総合的な環境保全に関する
県条例となる。　　　（写真は汚濁の進む児島湖） 

児島湖再生へ、「児島湖環境保全条例」を制定 
19911991 年 ● 平成3年 

県は、新庄村田浪地区の毛無山（標高1,218m）
周辺に広がる、県内最大規模の天然ブナ林など自
然林191haを自然保護のため買収した。自然度
の高さ、規模、学術的な見地から見ても貴重な森
林であり、将来は自然と触れ合いを図る場として
活用する。 

県が自然保護のため毛無山周辺の天然ブナ林を買収 
19941994 年 ● 平成6年 

倉敷市の公害認定患者らが、大気汚染で健康被害
を受けたとして、水島コンビナートの主要8社に
損害賠償などを求めた「倉敷公害訴訟」（第１次
訴訟）の判決が提訴以来10年4カ月ぶりに下され、
原告側主張がほぼ認められた。 

倉敷公害訴訟で大気汚染8社に責任 
19941994 年 ● 平成6年 

シ リ ー ズ 私 た ち の 歴 史 と 環 境  

ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
で
起
こ
っ
て
い
た
戦
争
が
湾
岸
戦
争
へ
と
発
展
し
、日

本
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
案
に
揺
れ
た
平
成
3
年
。バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
、

銀
行
等
の
不
良
債
権
が
表
面
化
す
る
な
ど
、景
気
が
一
気
に
減
速
し
始

め
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
政
界
の
流
動
化
が
始
ま
り
、連
立
内
閣
が
発

足
す
る
な
ど
激
し
い
政
変
劇
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

一
方
、雲
仙
普
賢
岳
で
大
火
砕
流
発
生（
平
成
3
年
）、北
海
道
南
西
沖

地
震
に
よ
る
奥
尻
島
の
津
波
被
害（
平
成
5
年
）と
大
き
な
自
然
災
害

が
相
次
ぎ
、台
風
13
号
が
鹿
児
島
を
直
撃
し
た
平
成
5
年
は
、米
の
凶

作
の
年
と
な
り
、輸
入
米
が
食
卓
に
の
ぼ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
時
期
に
は
、「
地
球
環
境
開
発
会
議
」
開
催
、「
環
境
基
本
法
」
が

制
定
さ
れ
る
な
ど
、持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、

環
境
保
全
の
重
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。 

※
資
料
・
写
真
提
供
…
山
陽
新
聞
社 

岡山県自然保護センター、佐伯町にオープン 
自然に生息する植物や昆虫、小動物とのふれあいを通じて、訪れる人々
に自然の素晴らしさや大切さを理解してもらおうと、岡山県が和気
郡佐伯町に整備をすすめていた岡山県自然保護センターがオープ
ンした。自然保護の調査研究を行う中核施設の役割も担う。 
山あいの田畑に、湿生植物の生育に適した土を運び込んだり、小鳥
や虫類の好む樹木や草花を植栽。森林に囲まれた約100haの敷
地には、展示室や研修室を備えた山小屋風のセンター棟を中心に、「湿
生植物園」「虫の原っぱ」などの自然観察フィールド、国の特別天然
記念物タンチョウの飼育施設が整っている。各種自然観察会、一般
研修会をはじめ、指導者やボランティアを対象とした研修会を開催
するほか、要請に応じ、講師の派遣も行っている。 

1991年 ● 平成3年 

環 　　　境 環 　　　境 



環 　　　境 環 　　　境 

の
お
そ
れ
の
あ
る
種
、
生
息
条
件
に
よ
っ
て
は
絶
滅
の

可
能
性
の
あ
る
種
な
ど
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の

で
、
脊
椎
動
物
１
５
９
種
、
昆
虫
類
２
１
４
種
、
植
物

６
９
７
種
、
計
１，
０
７
０
種
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
候
補
種
は
、
岡
山
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
岡
山
県
自
然
保
護
課
、
各
地
方
振
興

局
森
林
課
で
希
望
者
に
配
布
し
、
広
く
県
民
か
ら
情
報

提
供
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

候
補
種
一
覧
表
は
当
事
業
団
で
も
希
望
者
に
配
布
し
ま

す
。「

岡
山
県
野
生
生
物
調
査
検
討
会
」
で
は
、
引
き
続
き

調
査
を
継
続
し
、
候
補
種
の
補
正
を
行
う
と
と
も
に
、

絶
滅
の
お
そ
れ
の
程
度
に
よ
る
ラ
ン
ク
付
け
を
行
い
、

平
成
１４
年
度
に
は
岡
山
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
を

作
成
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

当
事
業
団
は
、
岡
山
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の

作
成
に
あ
た
り
、計
画
段
階
か
ら
参
加
す
る
と
と
も
に
、

「
岡
山
県
野
生
生
物
調
査
検
討
会
」
の
運
営
に
対
し
て

も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
分
科
会
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
資
料
調
査
や
現
地
調
査
な
ど
に
も

参
加
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
岡
山
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
掲
載

す
る
候
補
種
と
し
て
、中
間
の
と
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
、

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
既
存
の
文
献
、
標
本
、
現
地
調
査
等
に
よ

り
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
既
に
絶
滅
し
た
種
、
絶
滅

途
中
経
過
に
つ
い
て

（
中
間
と
り
ま
と
め
）

（岡山県ホームページアドレス http://www.pref.okayama.jp/seikatsu/sizen/sizen.htm）
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159 

15 

114 

2 

11 

1 

16 

214 

697 

92 

555 

4 

173 

221 

157 

50

517 

43 

302 

17 

19 

1 

135 

6,955 

2,785 

238 

2,047 

18 

667 

847 

515 

約500

脊椎動物 

哺乳類 

鳥類 

爬虫類 

両生類 

頭甲類 

硬骨魚類 

昆虫類 

植物 

シダ植物 

種子植物 

コケ植物 

 裸子植物 

 被子植物　   単子葉植物 

　　　　　    双子葉植物　   離弁花類 

　　　　　　　　　　　　    合弁花類 

分　類　名 岡山県内確認種数 候補種数 割　合 

※割合は岡山県内確認種数に占める候補種の割合である。 

「岡山県版レッドデータブック」掲載候補種数 

岡山県野生生物調査検討会 

会長　千葉喬三 
（岡山大学教授） 

検討会の設置、作成方針の決定 
文献情報の収集、精査、データベース化 
 
暫定目録による検討、仮レッドリストの作成 
現地調査や追加情報で分布情報を補充 
生息状況、生息環境区分の作成 
 
野生生物目録の補正、レッドリストの確定 
 
レッドデータブックの作成 

1年目 
 
 
2年目 
3年目 
4年目 
 
4年目 
 
5年目 

スケジュール 

植物分科会 

座長　波田善夫 
（岡山理科大学教授） 

動物分科会 

座長　佐藤國康 
（川崎医療福祉大学教授） 

昆虫分科会 

座長　青野孝昭 
（元倉敷市立自然史博物館館長） 

（
財
）岡
山
県
環
境
保
全
事
業
団

の
参
加

R E D  D ATA  B O O K
開
発
に
よ
る
生
息
地
の
破
壊
や
乱
獲
な
ど
の
た
め
、

地
球
的
規
模
で
野
生
生
物
の
種
の
減
少
が
進
ん
で
お

り
、
人
為
に
よ
る
種
の
絶
滅
の
防
止
と
保
護
対
策
の
実

施
は
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

種
の
絶
滅
を
防
ぐ
に
は
、
ま
ず
、
絶
滅
の
お
そ
れ
が

あ
る
種
の
現
状
を
的
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
は
、

世
界
的
な
規
模
で
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
動
植
物
の
種

を
選
定
し
、
そ
の
生
息
状
況
等
を
明
ら
か
に
し
た
資
料

で
あ
る
種
名
リ
ス
ト
（
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
）
を
作
成(

１

９
６
６
年
初
版
発
行)
し
て
お
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約

等
の
国
際
条
約
や
各
国
の
保
護
政
策
の
基
礎
資
料
と
し

て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
に

環
境
庁
が
動
物
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
「
日
本
の
絶

滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
｜
脊
椎
動
物
編
、
同
｜

無
脊
椎
動
物
編
」
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
そ
れ

に
先
立
つ
１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
に
は
「
我
が
国

に
お
け
る
保
護
上
重
要
な
植
物
種
の
現
状
」
が
（
財
）

日
本
自
然
保
護
協
会
、（
財
）
世
界
自
然
保
護
基
金
日

本
委
員
会
か
ら
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
見
直
し
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
現
在
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
動
物
で
は
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ

オ
コ
ウ
モ
リ
な
ど
哺
乳
類
４７
種
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
ノ

グ
チ
ゲ
ラ
な
ど
鳥
類
９０
種
、
イ
シ
カ
ワ
ガ
エ
ル
な
ど
両

生
類
１４
種
、
ヒ
メ
ヘ
ビ
な
ど
爬
虫
類
１８
種
、
ミ
ヤ
コ
タ

ナ
ゴ
、
メ
ダ
カ
な
ど
汽
水
・
淡
水
魚
類
７６
種
、
ヤ
ン
バ

ル
テ
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
、
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
、
カ
ワ
シ
ン

ジ
ュ
ガ
イ
、ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
無
脊
椎
動
物（
昆
虫

類
、
貝
類
、
ク
モ
類
、
甲
殻
類
等
）４
２
３
種
が
絶
滅
の

お
そ
れ
が
あ
る
種
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
植
物
で
は
１，

７
２
６
種
が
絶
滅
の
お
そ

れ
が
あ
る
種
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
を
基
に
、
レ
ッ
ド
デ

ー
タ
ブ
ッ
ク
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

岡
山
県
内
に
お
い
て
も
、
各
種
開
発
行
為
や
河
川
の

改
修
工
事
、
林
業
の
衰
退
に
伴
う
里
山
の
荒
廃
な
ど
か

ら
、
野
生
生
物
の
種
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
各
種
自
然
保
護
団
体
等
が
、
そ
の

地
域
の
自
然
環
境
調
査
を
基
に
独
自
の
報
告
書
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

ま
た
岡
山
県
で
は
、
平
成
１０
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画

で
、
県
内
に
分
布
す
る
野
生
生
物
の
現
状
を
把
握
し
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
と
と
も
に
、「
野
生
生
物
目
録
」

を
作
成
し
、
そ
の
中
か
ら
、
県
内
で
絶
滅
の
お
そ
れ
の

あ
る
野
生
動
植
物
を
選
定
し
、「
岡
山
県
版
レ
ッ
ド
デ

ー
タ
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
す
る
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
多

く
の
部
門
に
及
ぶ
膨
大
な
既
存
資
料
の
収
集
・
整
理
、

新
た
な
現
地
調
査
の
実
施
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
程
度
判

断
を
共
通
的
水
準
で
行
う
必
要
性
な
ど
、
多
く
の
課
題

が
あ
り
、
県
内
の
各
分
野
の
有
識
者
か
ら
な
る
「
岡
山

県
野
生
生
物
調
査
検
討
会
」
に
よ
り
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
と
は
？

岡
山
県
の
現
状
と
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク（
岡
山
県
版
）の
作
成

岡
山
県
野
生
生
物
調
査
検
討
会



備作山地県立自然公園の秀峰、標高988ｍの大佐
山山頂の星空の館から眺める中秋の名月は迫力満点。
400㎜の望遠鏡で木星、土星等の観察もできる。
●お問い合せ 
　大佐町産業開発課　(0867)98-2111

大佐山星空の館 

中秋の名月MOONウオッチング 
9月12日（火） 

緑化関係の
表彰、植樹

祭（桜の植樹
）、緑の少年

隊隊

旗授与が行
われる。 

●お問い合
せ 

　岡山県自
然保護課　

(086)226
-7310

高瀬川ダム湖
畔キャンプ場

（神郷町） 岡山県緑化推
進大会 10月1日（日） 

キャンプを通して野外活動教室などを行いながら、
自然を楽しむ。辰野　雄（登山家）、宇崎竜童（音楽家）
など著名講師がやさしい指導を行う。入村料として
参加費が必要。詳しくはお問い合せください。 
●お問い合せ 
　大佐地球元気村実行委員会（大佐町産業開発課内）
　(0867)98-2111  

大佐山オートキャンプ場 

2000大佐地球元気村 
10月14日（土）～15日（日） 

若杉天然林間の遊歩道コース及び周辺自然歩道のハ
イキング大会。約8㎞のコースで小学校低学年でも
歩くことが出来る。 
●お問い合せ 
　西粟倉村産業建設課　(08687)9-2111

若杉天然林（西粟倉村）（9：30集合） 

中国自然歩道歩こう大会 
10月29日（日） 

自然・文化に親しむことを目的に全国で実施されて
いる大会の一環で、県内の自然歩道を利用して実施。
コースの途中には、弓削の町並みを一望できる川柳
公園、法然上人ゆかりの誕生寺などがあり、10㎞
のコースを約3時間ほどかけて歩く。 
●お問い合せ 
　岡山県自然保護課　(086)226-7312

JR津山線弓削駅前集合（9：30）（久米南町） 

自然歩道を歩こう大会 
10月8日（日） 

湯原町の名
峰「櫃ケ山」

に三浴（森
林浴、日光

浴、

温泉）を楽
しみながら

登山しても
らう。新鮮

野菜の

サービス、
原生林での

天狗汁のサ
ービス、足

・真賀

温泉無料サ
ービス、ク

イズなど、
多彩な催し

も企画

されている
。参加費不

要。 

●お問い合
せ 

　湯原町企
画観光課　

(0867)62
-2011 

　湯原町教
育委員会　

(0867)62
-2688      

  

櫃ケ山登山
口（湯原町）

 櫃ケ山ほっと
スカイウォー

ク 10月15日（日） 

たる　　ま
　が 

ひつ　が　
せん 

砂浜の清掃、稚魚の放流等が行われる。AM10:00
～PM12:30まで。 
●お問い合せ 
　岡山県水産課　(086)226-7446

西脇海岸（邑久郡牛窓町鹿忍） 

美しい海づくり「漁場 保全のつどい」（第36回放魚祭） 
9月23日（土） 
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編 

集 

後 

記 

ふ
ぃ
ー
る
ど
通
信
の
取
材
で 

県
内
各
地
を
ま
わ
り
ま
し
た
。 

弥
高
山
山
頂
で
は
あ
ま
り
の 

気
持
ち
よ
さ
に
撮
影
を
忘
れ 

る
ほ
ど
。
名
所
巡
り
の
楽
し 

み
方
の
秘
訣
は
、
管
理
事
務 

所
の
方
に
お
話
を
聞
く
こ
と
。 

な
る
ほ
ど
！
へ
え
ー
！
訪
れ 

た
所
が
よ
り
感
銘
深
く
な
る 

こ
と
請
け
合
い
で
す
。
皆
様 

も
い
か
が
で
す
か
！ 

黒
岩
高
原
の
水
を
集
め
、
50
ｍ
の
高
さ
か
ら

白
い
布
が
は
う
よ
う
に
黒
い
安
山
岩
の
岩
肌

に
流
れ
落
ち
る
布
滝
。
標
高
8
3
0
ｍ
に
位

置
し
な
が
ら
も
水
量
は
多
く
、
黒
色
安
山
岩

の
規
則
性
の
あ
る
積
層
を
伝
っ
て
絶
え
間
な

く
流
れ
る
様
は
、
自
然
の
美
し
い
連
続
模
様

と
な
っ
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。 

（
撮
影
　
斎
藤
彰
男
氏
） 

●

表
紙
の
コ
メ
ン
ト 

自
然
の
中
の
幾
何
学
模
様 

苫
田
郡
阿
波
村
布
滝（
の
ん
だ
き
） 

環 　　　境 

「
赤
と
ん
ぼ
」
の
仲
間
な
が
ら
、
成
熟
し
て
も
赤
く
な

ら
な
い
と
い
う
特
異
な
種
。
成
熟
後
、
雄
は
全
身
が
黒
化
、

表
面
に
青
灰
粉
を
帯
び
て
灰
青
色
に
な
り
、
雌
は
黄
色
地

に
黒
条
の
装
い
を
持
続
す
る
。
ほ
っ
そ
り
し
て
、
腹
長
が

２０
〜
２３
ミ
リ
と
小
型
の
ア
カ
ト
ン
ボ
。

も
と
も
と
日
本
特
産
種
で
近
畿
・
中
国
地
方
と
四
国
の

瀬
戸
内
海
に
面
し
た
地
方
に
分
布
が
片
寄
り
、
産
地
も
局

限
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
度
、
環
境
庁
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
改

訂
で
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
選
定
さ
れ
、要
注
目
種
と
な
っ
た
。

幼
虫
は
主
と
し
て
丘
陵
地
の
周
囲
に
松
林
な
ど
が
あ
っ

て
木
陰
が
で
き
、
挺
水
植
物
の
豊
か
な
池
に
生
息
。
成
虫

は
６
月
中
旬
頃
か
ら
羽
化
出
現
し
、
若
い
個
体
は
池
の
近

く
の
樹
林
で
過
ご
し
、
成
熟
後
の
秋
に
は
池
の
岸
な
ど
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

県
下
で
は
南
部
や
東
部
の
丘
陵
地
帯
に
分
布
記
録
が
集

中
し
て
お
り
、
生
息
適
地
が
そ
の
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
青
野
孝
昭
）

【
岡
山
の
昆
虫
】

No.

鳥
た
ち
を
よ
く
観
察
す
る
た
め
の
ち
ょ
っ
と
高
価

な
道
具
、
そ
れ
は
双
眼
鏡
で
す
。
以
前
は
大
き
な
写

真
店
ぐ
ら
い
に
し
か
置
い
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
最
近
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
も
扱
わ
れ
て
お
り
、
誰
で
も
す
ぐ

に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
観
劇
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
ア

ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
活
用
さ
れ
て

い
る
方
が
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
口
に
双
眼
鏡
と
い
っ
て
も
、
倍
率
や
レ
ン
ズ
の

大
き
さ
、
本
体
の
大
き
さ
な
ど
様
々
な
種
類
が
あ
り

ま
す
。
鳥
の
観
察
調
査
に
向
い
て
い
る
双
眼
鏡
と
し

て
お
薦
め
な
の
は
、
８
×
３０
と
表
示
さ
れ
て
い
る
双

眼
鏡
で
す
。
こ
れ
は
倍
率
が
８
倍
で
対
物
レ
ン
ズ

（
見
る
物
に
向
け
る
レ
ン
ズ
）
の
口
径
が
３０
㎜
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

鳥
を
見
る
と
い
う
と
つ
い
倍
率
の
大
き
な
も
の
を

選
び
が
ち
で
す
が
、
あ
ま
り
倍
率
が
大
き
い
と
鳥
の

動
き
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
り
、
近
く
の
も
の
に

ピ
ン
ト
が
合
わ
な
か
っ
た
り
し
て
、
使
い
勝
手
が
あ

ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
７
〜
１０
倍
ぐ
ら
い
が
適
当

で
し
ょ
う
。
ズ
ー
ム
付
き
の
も
の
（
倍
率
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
）
も
あ
り
ま
す
が
、
固
定
倍
率
の
も

の
と
比
べ
本
体
が
重
か
っ
た
り
、
視
野
が
暗
か
っ
た

り
し
て
あ
ま
り
お
薦
め
で
き
ま
せ
ん
。

対
物
レ
ン
ズ
の
大
き
さ
は
明
る
さ
に
関
係
し
て
い

ま
す
。
口
径
が
３０
㎜
ぐ
ら
い
の
も
の
で
す
と
、
肉
眼

で
み
る
よ
り
も
明
る
く
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
あ
ま
り
大
き
い
と
持
ち
運
び
に
不
便

で
す
。
逆
に
小
さ
い
と
肉
眼
で
見
る
よ
り
暗
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
機
動
性
と
明
る
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
と
、
２５
〜
４０
㎜
ぐ
ら
い
が
適
当
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
倍
率
が
高
い
ほ
ど
大
き
な
レ
ン
ズ
に
し
た
ほ
う

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
使
い
方
で
す
が
、
私
は
よ
く
「
顔
を
双
眼
鏡

に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
変
に

思
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は
視

点
を
ず
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
コ
ツ
で
す
。

肉
眼
で
鳥
を
見
つ
け
た
時
、
双
眼
鏡
で
そ
の
鳥
を
よ

く
観
察
し
よ
う
と
す
る
と
、
つ
い
顔
の
方
を
動
か
し

て
双
眼
鏡
の
方
に
近
づ
け
よ
う
と
し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
で
は
視
点
が
ず
れ
て
し
ま
い
、
鳥
を
見
失

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
目
は
鳥
を

見
据
え
た
ま
ま
、
双
眼
鏡
の
ほ
う
を
顔
に
近
づ
け
れ

ば
、
視
点
が
動
か
ず
、
確
実
に
鳥
を
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
訳
で
す
。

最
後
に
ピ
ン
ト
の
合
わ
せ
方
に
つ
い
て
。
双
眼
鏡

に
は
本
体
中
央
に
焦
点
調
節
用
の
ダ
イ
ヤ
ル
、
右
の

接
眼
レ
ン
ズ
（
目
に
あ
て
る
方
の
レ
ン
ズ
）
に
視
度

補
正
用
の
ダ
イ
ヤ
ル
が
あ
り
ま
す
。
左
右
の
視
力
が

異
な
る
方
は
、
事
前
に
視
度
補
正
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
左
眼
だ
け
で
双
眼
鏡
を
覗
き
、
焦
点
調
節
ダ

イ
ヤ
ル
を
操
作
し
て
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
ま
す
。
次
に

両
眼
で
覗
き
、
視
野
が
は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
視
度

補
正
ダ
イ
ヤ
ル
を
操
作
し
ま
す
。
両
眼
の
視
力
が
同

じ
方
は
、
視
度
補
正
ダ
イ
ヤ
ル
を
０
に
固
定
し
て
お

け
ば
結
構
で
す
。視
度
補
正
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、

眼
を
悪
く
し
た
り
、
長
時
間
使
っ
て
い
る
と
頭
が
痛

く
な
っ
た
り
し
ま
す
よ
。
後
は
、
焦
点
調
節
用
の
ダ

イ
ヤ
ル
を
操
作
し
、
ピ
ン
ト
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ

い
。ち

ょ
っ
と
面
倒
な
操
作
が
い
り
ま
す
が
、
双
眼
鏡

は
鳥
と
の
距
離
を
グ
ー
ン
と
近
づ
け
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
事
に
扱
え
ば
何
年
も
使
え
る
道
具
で
す
。

私
の
使
っ
て
い
る
双
眼
鏡
は
も
う
１０
年
も
使
用
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
現
役
バ
リ
バ
リ
で
活
躍
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

（
環
境
調
査
部
　
大
坪
尚
広
）

環 　　　境 

ナ
ニ
ワ
ト
ン
ボ
（
オ
ス
オ
ス
） 
ナ
ニ
ワ
ト
ン
ボ
（
オ
ス
） 
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